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輝
か
し
い
皇
紀
二
千
六
百
六
十
四
年

の
新
春
を
迎
え
、
先
ず
以
て
、
聖
壽
の

万
歳
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、

そ
し
て
県
内
各
神
社
御
社
頭
の
御
神
威

昂
揚
と
、
神
職
・
氏
子
崇
敬
者
各
位
の

御
健
勝
を
お
祈
り
し
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
岡
山
県
神
社
庁
設
立
五
十
五

周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
始
め
ら
れ
ま

し
た
新
庁
舎
建
設
は
、
不
況
の
続
く
最

中
に
も
拘
わ
り
ま
せ
ず
、
県
内
神
職
・

総
代
、
そ
し
て
財
界
か
ら
も
当
初
目
標

を
上
回
る
御
浄
財
を
賜
り
、
操
山
の
緑
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の
関
係
団
体
共
々
、
皇
室
敬
慕
の
念
の

喚
起
と
、
麗
し
き
日
本
の
伝
統
・
精
神

の
継
承
の
為
に
更
な
る
運
動
を
展
開
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
尚
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
良

の
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

も
麗
し
き
こ
の
奥
市
の
聖
地
に
昨
年
十

月
三
十
一
日
、
竣
工
の
奉
告
祭
を
恙
な

く
斎
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ

こ
に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
時
局
重
大
な
る
時
機
、
岡
山
県
神

社
庁
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
も
極
め
て
重

大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
役
職
員
は

元
よ
り
、
関
係
団
体
、
神
職
・
氏
子
総

代
崇
敬
者
が
一
致
団
結
し
、
時
難
を
克

服
し
て
道
統
を
護
持
し
、
民
族
精
神
の

恢
弘
に
務
め
て
い
く
新
天
地
と
し
て
の

第
一
歩
と
な
ら
ん
こ
と
を
切
に
念
願
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

時
恰
も
本
年
は
、
陛
下
に
平
成
二
十

五
年
予
定
の
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
御
許
可
の
お
伺
い
を
申
し
上
げ
る

「
御
聴
許
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
る
と

い
う
佳
年
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
神
職

は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
に
と
っ
て
大
変
意

義
深
い
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
ま
さ
に
、

第
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
き
年
と
も
言
え

ま
し
ょ
う
。
神
明
奉
仕
、
伝
統
護
持
の

使
命
感
を
強
く
し
て
、
大
い
に
神
威
発

揚
、
教
化
活
動
の
実
を
挙
げ
、
次
期
遷

宮
に
向
け
て
更
な
る
神
宮
奉
賛
の
誠
を

尽
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

時
局
混
迷
の
世
相
の
中
、
研
鑚
に
励

み
、
新
た
な
る
世
に
対
応
す
べ
き
斯
界

の
責
務
を
強
く
認
識
し
、
神
明
奉
仕
は

元
よ
り
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
、
敬

神
尊
皇
の
志
を
堅
く
し
て
、
教
学
の
振

興
と
実
践
と
に
精
励
す
る
こ
と
は
、
私

ど
も
神
職
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
氏
子

崇
敬
者
と
と
も
に
祭
を
興
し
、
祖
先
を

尊
ん
で
神
社
の
奉
護
発
展
を
期
す
る
こ

と
は
、
ひ
と
り
神
社
界
の
み
な
ら
ず
我

が
国
の
豊
か
な
将
来
と
世
界
人
類
の
和

平
、
福
祉
の
た
め
の
道
を
拓
く
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
皆
様
方
の
熱
き

思
い
の
結
晶
た
る
新
庁
舎
を
十
二
分
に

御
活
用
頂
き
ま
し
て
、
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
す
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
庁
に
於
き
ま
し
て
も
、
神
道
政
治

連
盟
岡
山
県
本
部
・
日
本
会
議
岡
山
等

二
つ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
佳
き
年 
二
つ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
佳
き
年 

〔

年

頭

の

ご

挨

拶

〕

〔

年

頭

の

ご

挨

拶

〕

 

岡
山
県
神
社
庁
庁
長
　
　
湯
　
浅
　
正
　
敬 
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新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
岡
山
県
神
社
庁
の
新

し
い
庁
舎
が
岡
山
縣
護
國
神
社
の
杜
に

建
設
さ
れ
、
そ
の
諸
祭
儀
・
式
典
が
執

り
行
わ
れ
、
岡
山
県
神
社
庁
に
と
っ
て

は
画
期
的
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
新

庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ

れ
岡
山
県
神
社
総
代
会
と
し
て
も
県
内

の
神
社
界
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
願
う

立
場
か
ら
要
望
を
致
し
て
お
り
ま
し

た
。
神
社
庁
と
の
度
重
な
る
協
議
の
末
、

新
庁
舎
建
設
事
業
が
推
進
さ
れ
る
事
と

な
り
、
県
神
社
総
代
会
の
各
支
部
に
お

い
て
は
各
神
社
ご
と
の
御
浄
財
を
募

り
、
神
社
庁
の
募
金
活
動
に
協
力
を
し

て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
神
社
庁
の
募
金
活
動
と
は
別

に
県
内
の
神
社
総
代
が
中
心
と
な
っ
て

岡
山
県
神
社
庁
舎
建
設
奉
賛
会
を
結
成

し
、
一
般
企
業
に
広
く
ご
寄
進
の
依
頼

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
奉
賛
会

活
動
に
つ
い
て
は
、
不
況
の
中
で
当
初

か
ら
困
難
を
予
想
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
奉
賛
会
評
議
員
の
方
々
や
関
係
各

位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
現
在
ま

で
に
四
十
六
の
企
業
・
団
体
と
五
十
八

の
個
人
の
方
々
か
ら
、
合
計
で
三
千
二

百
五
十
九
万
一
千
円
の
ご
寄
進
の
申
し

出
を
頂
い
て
お
り
、
奉
賛
会
活
動
の
所

期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
存
じ
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
神
社
総
代
は
氏
子
の
意
見

を
最
も
良
く
理
解
し
て
い
る
者
と
し

て
、
神
社
庁
の
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
意
見
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
完
成
し
た
新
庁
舎
は
総
代
の
意
見
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
新
庁
舎
建

設
の
協
議
の
過
程
で
醸
成
さ
れ
た
両
者

岡
山
県
神
社
界
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て 
岡
山
県
神
社
界
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て 

岡
山
県
神
社
総
代
会
会
長
　
松
　
田
　
　
　
堯 

岡
山
県
神
社
総
代
会
会
長
　
松
　
田
　
　
　
堯 

の
協
力
関
係
を
今
後
も
維
持
・
発
展
さ

せ
、
岡
山
の
神
社
界
が
益
々
隆
盛
と
な

る
こ
と
が
本
会
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
と

な
り
ま
す
。

新
庁
舎
は
完
成
し
ま
し
た
が
募
財
活

動
の
期
間
を
あ
と
二
年
残
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
か
ら
頂
い
た

貴
重
な
御
浄
財
を
決
し
て
無
駄
に
す
る

事
の
な
い
様
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆

昌
、
県
内
神
社
関
係
者
各
位
の
平
安
を

お
祈
り
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

本
神
社
庁
は
こ
の
度
、
左
記
の
通
り

主
要
建
物
を
移
し
て
改
築
し
ま
し
た
の

で
、
宗
教
法
人
法
第
二
十
三
条
の
規
定

に
従
っ
て
公
告
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
一
月
一
日

岡
山
県
岡
山
市
南
方

一
丁
目
六
番
十
五
号

宗
教
法
人
「
岡
山
県
神
社
庁
」

代
表
役
員
庁
長
　
湯
　
浅
　
正
　
敬

記

移
し
て
改
築
す
る
主
要
建
物
の
概
要

一
、
名
　
　
称

庁
舎

一
、
所

在

地

岡
山
県
岡
山
市
奥
市

三
番
二
十
二
号

一
、
延
床
面
積

七
百
八
十
五
・
八
五

平
方
メ
ー
ト
ル

一
、
建

設

費

二
億
四
千
一
百
五
十

六
万
円
（
含
設
計
管

理
費
）

一
、
設

計

者

新
協
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
株
式
会
社

一
、
施

工

者

ア
イ
サ
ワ
工
業
株
式

会
社

公 

告 



か
ね
て
建
設
中
で
あ
っ
た
岡
山
県
神

社
庁
新
庁
舎
が
め
で
た
く
竣
工
、
去
る

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日
午
前
九
時

か
ら
庁
舎
神
殿
に
お
い
て
竣
工
奉
祝

祭
、
引
き
続
き
奉
祝
式
典
が
執
り
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
奉
祝
祭
に
先

立
ち
、
県
神
社
総
代
会
吉
備

支
部
支
部
長
笹
井
晃
男
氏
の

奉
納
に
よ
る
花
火
が
午
前
八

時
五
十
五
分
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
た
。

奉
祝
祭
は
、
御
来
賓
に
久

邇
邦
昭
神
社
本
庁
統
理
を
迎

え
、
三
原
千
幸
副
庁
長
が
斎

主
と
な
り
、
神
社
庁
祭
祀
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
祭
員
・
楽

人
・
舞
姫
を
奉
仕
し
、
祭
主
、

湯
浅
正
敬
庁
長
が
玉
串
拝
礼

を
行
い
工
事
の
完
成
を
大
神

様
に
御
報
告
、
感
謝
の
誠
を

捧
げ
た
。

小
憩
の
後
奉
祝
式
典
に
移

り
小
川
暎
興
副
庁
長
に
よ
る

開
式
の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
神

宮
遙
拝
、
庁
長
式
辞
、
岡
山
県
神
社
総

代
会
長
挨
拶
、
岡
山
県
遺
族
連
盟
会
長

挨
拶
、
福
田
隆
庁
舎
建
設
委
員
会
建
築

部
長
に
よ
る
建
設
経
過
報
告
と
続
い

た
。
感
謝
状
贈
呈
で
は
神
社
本
庁
総
裁
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感
謝
状
が
県
遺
族
連
盟

に
、
神
社
本
庁
統
理
感

謝
状
が
両
備
バ
ス（
株
）

代
表
取
締
役
会
長
松
田

堯
、
中
山
神
社
宮
司
湯

浅
正
敬
、
千
磐
神
社
宮

司
湯
浅
一
則
の
各
氏
及

び
吉
備
津
神
社
に
、
岡

山
県
神
社
庁
感
謝
状

が
、
設
計
監
理
者
新
協

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
株
）、
施
工
者
ア
イ
サ

ワ
工
業
（
株
）
に
そ
れ

ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
た
。
来

賓
祝
辞
で
は
、
神
社
本

庁
統
理
の
代
理
と
し
て

矢
田
部
正
巳
神
社
本
庁

副
総
長
、
神
宮
大
宮
司

の
代
理
と
し
て
中
村
昌

司
神
宮
総
務
部
参
事
、

中
国
地
区
神
社
庁
長
代

表
と
し
て
小
原
義
雅
広

島
県
神
社
庁
長
、
衆
参

両
議
員
代
表
と
し
て
加

藤
紀
文
参
議
院
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
賜
っ
た
。
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露

と
続
き
、
清
興
で
は
倉
敷
市
在
住
の

「
ラ
イ
ア
」
と
い
う
竪
琴
の
奏
者
で
、

全
国
的
に
活
躍
中
の
今
井
千
晶
氏
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
歌
と
演
奏
が
披
露
さ
れ

た
。
最
後
に
難
波
宗
朋
神
社
庁
顧
問
の

先
導
に
よ
る
聖
寿
万
歳
、
塚
本
晟
岡
山

県
神
社
総
代
会
副
会
長
に
よ
る
閉
式
の

辞
で
幕
を
閉
じ
た
。

御
来
賓

久
邇
邦
昭
神
社
本
庁
統
理

北
白
川
道
久
神
宮
大
宮
司

小
原
義
雅
広
島
県
神
社
庁
長

上
田
俊
成
山
口
県
神
社
庁
長

念
願
の
新
庁
舎
竣
工 
念
願
の
新
庁
舎
竣
工 

盛
大
に
竣
工
式
典
開
催 

竣工奉祝祭で浦安の舞を奉納

今井千晶氏の「ライア」演奏
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永
江
則
英
鳥
取
県
神
社
庁
長

横
山
直
材
島
根
県
神
社
庁
長

萩
原
誠
司
岡
山
市
長

加
藤
紀
文
参
議
院
議
員

片
山
虎
之
助
参
議
院
議
員

平
沼
赳
夫
前
衆
議
院
議
員

逢
澤
一
郎
前
衆
議
院
議
員

村
田
吉
隆
前
衆
議
院
議
員

熊
代
昭
彦
前
衆
議
院
議
員

新
協
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）

ア
イ
サ
ワ
工
業
（
株
）

主
催
者

湯
浅
正
敬
岡
山
県
神
社
庁
庁
長

岡
山
県
神
社
庁
役
員

松
田
堯
岡
山
県
神
社
総
代
会
会
長

岸
本
清
美
岡
山
県
遺
族
連
盟
会
長

参
列
者

奉
賛
企
業
各
社

岡
山
県
神
社
庁
支
部
長
、顧
問
、参
与

岡
山
県
神
社
総
代
会
支
部
長

岡
山
県
神
社
庁
庁
舎
建
設
委
員

高
額
寄
付
者

去
る
十
二
月
十
一
日
午

前
十
時
か
ら
神
社
庁
大
会

議
室
に
お
い
て
平
成
十
五

年
臨
時
協
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

先
ず
神
宮
遙
拝
の
後
、

敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
に

続
き
湯
浅
庁
長
が
挨
拶
、

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

議
案
第
一
号

平
成
十
四

年
度
岡
山
県
神
社
庁
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

（
六
ペ
ー
ジ
決
算
書
参
照
）

議
案
第
二
号

平
成
十
四

年
度
岡
山
県
神
社
庁
別
途

会
計
収
支
決
算

議
案
第
三
号

平
成
十
四

年
度
岡
山
県
神
社
庁
事
業

会
計
収
支
決
算

右
三
議
案
が
一
括
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
承
認

さ
れ
た
。

議
案
第
四
号

岡
山
県
神

社
庁
財
産
目
録

議
案
第
五
号

平
成
十
五

年
度
岡
山
県
神
社
庁
一
般

会
計
補
正
予
算

右
議
案
も
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

議
案
第
六
号

岡
山
県
神
社
庁
弔
慰
規

程
一
部
改
正
案

条
文
案
が
示
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

一
部
手
直
し
を
経
て
左
記
の
通
り
決

定
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。

岡
山
県
神
社
庁
弔
慰
規
程

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
岡
山
県
神
社

庁
管
下
の
神
社
に
奉
仕
す
る
神
職
等

（
以
下
弔
慰
対
象
者
と
い
う
。）
の
死
亡

ま
た
は
、
傷
病
に
対
す
る
弔
慰
及
び
見

舞
い
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条

弔
慰
対
象
者
と
は
次
の
者
を

指
す
。

・
神
職

・
神
職
の
家
族
（
本
人
の
父
母
、
子
、

配
偶
者
　
但
し
同
居
者
に
限
る
）

・
退
任
神
職
（
名
誉
宮
司
、
神
社
庁
役

員
の
職
に
あ
っ
た
者
）

・
そ
の
他
庁
長
が
弔
慰
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
者

第
三
条

弔
慰
対
象
者
が
死
亡
ま
た

は
、
非
常
事
故
に
よ
る
罹
災
時
に
は
次

の
弔
慰
を
表
し
神
社
庁
役
員
が
出
向
す

る
。（
役
員
は
代
理
を
出
向
さ
せ
る
事

が
で
き
る
。）

・
弔
慰
対
象
者
の
死
亡
に
対
し
て
は
、

庁
長
名
を
以
て
弔
辞
並
び
に
別
表
①

に
よ
る
玉
串
料
を
供
す
る
。

・
傷
病
に
よ
る
入
院
見
舞
金
は
別
表
①

に
よ
り
呈
す
る
。

第
四
条

支
部
長
は
前
条
に
定
め
る
必

要
が
生
じ
た
と
き
は
、
庁
長
又
は
神
社

庁
へ
神
職
等
死
亡
報
告
書
及
び
罹
災
報

告
書
を
速
や
か
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
提
出
す

る
。

第
五
条

庁
長
は
本
規
程
に
定
め
る
通

知
を
受
理
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
別

表
②
に
基
づ
き
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
を
送
信
す
る
。

付
則
　
本
規
程
は
平
成
十
五
年
十
二
月

十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

議
案
第
七
号

岡
山
県
神
社
庁
祭
祀
委

員
会
規
程
一
部
改
正
案

岡
山
県
神
社
庁
祭
祀
委
員
会
規
程
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

第
六
条
中
　
第
一
項
（
神
社
庁
研
修
担

当
理
事
を
充
て
る
）
を
削
除
す
る
。

第
六
条
中
　
第
二
項
「
委
員
長
を
除
く
」

を
削
除
す
る
。

尚
、
こ
の
規
程
は
祭
祀
委
員
会
総
会

の
決
議
を
経
て
施
行
さ
れ
る
予
定
で

す
。

平成14年度 決算承認と弔慰規程の承認

平
成
十
五
年

臨
時
協
議
員
会

お
詫
び
と
訂
正

前
号
表
紙
に
掲
載
致
し
ま
し
た

多
自
枯
鴨
神
社
の
住
所
が
間
違
っ

て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
御

津
郡
建
部
町
田
地
子
」
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。



平成１６年１月１日 第96号 （6）岡 山 県 神 社 庁 庁 報

歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（超過△） 

Ⅱ神　　事　　費 

　１神殿奉斎費 

Ⅲ事　務　局　費 

　１表彰並びに儀礼費 

　（１各種表彰費） 

　（２慶 弔 費） 

　２会　議　費 

　（１役員会費） 

　（２協議員会費） 

　（３支部長会議費） 

　（４各種委員会諸費） 

　（５諸 　 費） 

　３役員関係費 

　（１役員報酬） 

　（２教誨師関係費） 

　（３視察研修費） 

　（４地区会議関係費） 

　４給料及び福利厚生費 

　（１給 　 料） 

　（２諸 手 当） 

　（３各種保険料） 

　（４職員厚生費） 

　５庁　　　　費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消耗品費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６傭 人 費） 

　（７雑 　 費） 

　６交　際　費 

　７旅　　　　費 

　８管　理　費 

　（１営繕管理費） 

　（２防 災 費） 

Ⅳ指 導 奨 励 費 

　１教化事業費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　２青少年対策費 

　（１青少年対策諸費） 

　３神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（超過△） 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（超過△） 

49,800 

△31,200 

81,000 

25,938 

25,938 

△6,840 

△6,840 

16,650 

△23,380 

△110 

420,630 

420,630 

391,200 

0 

29,430 

0 

290,000 

250,000 

40,000 

△398,668 

△398,668 

50,000 

27,222 

247,000 

△722,890 

0 

0 

380,860 

1,189,897 

1,570,757

1,000,200 

631,200 

369,000 

24,062 

24,062 

36,926,840 

36,926,840 

25,827,350 

9,253,380 

1,846,110 

69,674,370 

69,674,370 

2,908,800 

66,500,000 

265,570 

0 

2,810,000 

2,750,000 

60,000 

3,228,668 

3,228,668 

50,000 

2,778 

1,753,000 

1,422,890 

300,000 

300,000 

113,964,140 

4,810,103 

118,774,243

47,500 

47,500 

47,500 

0

2,552,500 

2,552,500 

2,252,500 

300,000

2,600,000 

2,600,000 

2,300,000 

300,000

1,050,000 

600,000 

450,000 

50,000 

50,000 

36,920,000 

36,920,000 

25,844,000 

9,230,000 

1,846,000 

70,095,000 

70,095,000 

3,300,000 

66,500,000 

295,000 

0 

3,100,000 

3,000,000 

100,000 

2,830,000 

2,830,000 

100,000 

30,000 

2,000,000 

700,000 

300,000 

300,000 

114,345,000 

6,000,000 

120,345,000

61,171 

61,171 

4,724,101 

53,377 

△106,623 

160,000 

206,373 

86,500 

20,145 

18,110 

89,570 

△7,952 

146,270 

0 

146,270 

0 

0 

1,472,972 

688,120 

801,880 

△175,459 

158,431 

2,536,828 

△20,000 

119,866 

301,675 

△95,354 

274,601 

1,887,520 

68,520 

△4,539 

256,160 

56,660 

32,860 

23,800 

1,581,746 

942,586 

1,796 

890,790 

50,000 

119,140 

119,140 

390,000 

365,000 

25,000

238,829 

238,829 

27,776,899 

546,623 

506,623 

40,000 

123,627 

13,500 

79,855 

1,890 

10,430 

17,952 

1,347,730 

1,044,000 

103,730 

100,000 

100,000 

17,794,028 

9,968,880 

5,158,120 

2,375,459 

291,569 

3,773,172 

200,000 

310,134 

698,325 

695,354 

625,399 

1,212,480 

31,480 

1,104,539 

2,593,840 

493,340 

217,140 

276,200 

4,588,254 

2,507,414 

1,098,204 

1,409,210 

0 

80,860 

80,860 

610,000 

335,000 

275,000

300,000 

300,000 

32,501,000 

600,000 

400,000 

200,000 

330,000 

100,000 

100,000 

20,000 

100,000 

10,000 

1,494,000 

1,044,000 

250,000 

100,000 

100,000 

19,267,000 

10,657,000 

5,960,000 

2,200,000 

450,000 

6,310,000 

180,000 

430,000 

1,000,000 

600,000 

900,000 

3,100,000 

100,000 

1,100,000 

2,850,000 

550,000 

250,000 

300,000 

6,170,000 

3,450,000 

1,100,000 

2,300,000 

50,000 

200,000 

200,000 

1,000,000 

700,000 

300,000

50,020 

50,020 

80,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

30,000 

0 

50,000 

0 

0 

0 

0 

0 

125 

125 

0 

0 

0 

0 

262,200 

46,000 

200,000 

16,200 

0 

62,910 

32,910 

30,000 

667,286 

139,530 

387,643 

140,113 

1,734,888 

9,141,927 

△7,571,170 

1,570,757

149,980 

149,980 

1,240,000 

500,000 

50,000 

50,000 

300,000 

50,000 

70,000 

20,000 

200,000 

0 

0 

0 

11,700,000 

1,000,000 

200,000 

8,000,000 

2,500,000 

599,875 

599,875 

19,105,000 

55,000 

5,500,000 

13,550,000 

317,800 

134,000 

0 

83,800 

100,000 

37,591,090 

2,921,090 

34,670,000 

6,732,714 

760,470 

462,357 

5,509,887 

112 

111,203,073 

7,571,170 

118,774,243

200,000 

200,000 

1,320,000 

500,000 

50,000 

50,000 

300,000 

50,000 

70,000 

20,000 

200,000 

30,000 

0 

50,000 

11,700,000 

1,000,000 

200,000 

8,000,000 

2,500,000 

600,000 

600,000 

19,105,000 

55,000 

5,500,000 

13,550,000 

580,000 

180,000 

200,000 

100,000 

100,000 

37,654,000 

2,954,000 

34,700,000 

7,400,000 

900,000 

850,000 

5,650,000 

1,735,000 

120,345,000 

0 

120,345,000

　４祭祀研究費 

　（１祭祀研究諸費） 

　５各種補助金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４女子神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（10神職養成補助金） 

　（11地区大会援助金） 

Ⅴ各 種 積 立 金 

　１職員退職給与積立金 

　２役員退任慰労金積立金 

　３庁舎建設資金積立金 

　４次期式年遷宮準備金 

Ⅵ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅶ負　　担　　金 

　１本庁災害慰謝負担金 

　２本庁負担金 

　３本庁特別納付金 

Ⅷ渉　　外　　費 

　１友好団体関係費 

　２時局対策費 

　３同和対策費 

　４神政連関係費 

Ⅸ支 部 関 係 費 

　１負担金報奨費 

　２神宮神徳宣揚費交付金 

Ⅹ大麻頒布事業関係費 

　１大麻頒布推進費 

　２頒布事務費 

　３頒布事業奨励費 

XI予　　備　　費 

当 期 歳 出 合 計 

次 期 繰 越 金 

歳　出　合　計 

Ⅰ神饌及幣帛料  

　１本　庁　幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ財　産　収　入 

　１基本財産収入 

Ⅲ負　　担　　金 

　１負　担　金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅳ交　　付　　金 

　１本庁交付金 

　（１本庁交付金） 

　（２神宮神徳宣揚費交付金） 

　（３本庁補助金） 

　（４振興対策補助金） 

Ⅴ寄　　付　　金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄　付　金 

Ⅵ諸　　収　　入 

　１諸　収　入 

　（１表 彰 金） 

　（２預金利子） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅶ繰　　入　　金 

　１繰　入　金 

当 期 歳 入 合 計 

前 期 繰 越 金 

歳　入　合　計 

平成14年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一般会計決算書  
平成14年7月1日～平成15年6月30日 

Ⅰ幣　　帛　　料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（超過△） 

歳入総額 
歳出総額 
差引残高 

118,774,243 円也 
111,203,073 円也 
7,571,170 円也 

※差異は、決算額が予算額に対し超過した場合△で表示 
　する 



（7） 第96号 平成１６年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

じ
て
い
た
よ
う
だ
。

内
宮
参
拝
後
に
宇
治
橋
か
ら
は
自
由

行
動
と
し
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い

に
買
い
物
を
し
た
り
し
な
が
ら
「
お
は

ら
い
町
」
か
ら
「
お
か
げ
横
丁
」
を
抜

け
て
神
宮
会
館
ま
で
戻
っ
て
き
た
。
そ

の
後
、
鳥
羽
水
族
館
を
見
学
し
て
伊
勢

で
の
最
後
の
行
事
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の

日
書
い
た
感
想
文
の
中
に
は
「
伊
勢
ま

い
り
で
見
た
事
や
聞
い
た
事
を
絶
対
に

手
く
で
き
ず
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
時

間
と
な
っ
た
。

神
楽
殿
で
御
神
楽
奉
納
の
後
、
御
正

宮
に
参
拝
。
普
段
は
見
る
事
の
で
き
な

い
古
殿
地
も
拝
観
し
参
拝
を
終
え
た
。

前
日
に
五
十
鈴
塾
で
矢
野
塾
長
か
ら

「
宇
治
橋
の
真
ん
中
か
ら
見
え
る
土
地

は
全
部
神
宮
の
土
地
で
す
よ
」
と
聞
い

て
い
た
の
で
、「
家
を
建
て
た
ら
何
軒

建
つ
だ
ろ
う
」（
井
上
雅
世
・
中
央

町
・
小
五
）

と
か
「
内
宮

は
迷
路
の
よ

う
に
道
が
い

っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
」（
中

山
佳
紀
・
鴨

方
町
・
小
四
）

と
神
宮
の
広

さ
に
驚
き
、

「
伊
勢
神
宮
や

二
見
興
玉
神

社
に
行
っ
て
、

神
様
っ
て
い

る
ん
だ
な
ぁ
、

と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」

（
友
保
温
子
・

奥
津
町
・
中

一
）
と
何
か

し
ら
神
宮
の

厳
か
さ
を
感

今
回
で
九
回
目
と
な
る
青
少
年
対
策

委
員
会
主
催
の
恒
例
の
こ
ど
も
伊
勢
ま

い
り
が
、
本
年
は
八
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
子
ど

も
の
時
の
参
宮
体
験
を
通
し
て
、
神
宮

崇
敬
の
念
を
養

う
も
の
で
、
今

回
は
参
加
希
望

者
が
多
く
、
先

着
順
で
参
加
者

を
受
け
付
け
た
。

県
内
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
三

十
六
人
の
小
中

学
生
と
引
率
の

神
職
六
名
を
乗

せ
て
バ
ス
は
伊

勢
に
向
け
て
出

発
。
車
中
で
ゲ

ー
ム
を
し
な
が

ら
、
初
め
て
会

っ
た
者
同
士
が
だ
ん
だ
ん
と
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
。
夕
方

伊
勢
に
到
着
し
、
ま
ず
二
見
興
玉
神
社

に
参
拝
、
明
日
の
神
宮
参
拝
に
備
え
た
。

夕
食
後
に
は
江
戸
時
代
の
町
屋
を
再
現

し
た
「
五
十
鈴
塾
」
で
神
宮
の
事
・
江

戸
時
代
の
生
活
の
事
な
ど
を
矢
野
憲
一

塾
長
に
子
ど
も
の
目
線
で
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
意
外
に
も
子
ど
も
た

ち
は
「
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
五
十
鈴

塾
で
実
際
の
昔
の
家
を
見
た
事
で
す
。」

（
橋
本
知
奈
・
岡

山
市
・
小
六
）

「
家
が
す
っ
ご
く

気
に
入
り
ま
し

た
。
も
う
和
!

て
感
じ
で
最
高

で
し
た
。」（
黒

瀬
敦
子
・
中
央

町
・
中
一
）
と

古
い
も
の
が
逆

に
新
鮮
に
感
じ

た
よ
う
だ
っ
た
。

二
日
目
に
は

早
朝
の
清
々
し

さ
の
中
、
外
宮

を
正
式
参
拝
し

た
。
朝
食
後
は
内
宮
参
拝
で
あ
る
。
宇

治
橋
か
ら
は
神
宮
司
庁
弘
報
課
の
木
本

宮
掌
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
進
み
、
参

集
殿
で
「
雅
楽
」
と
「
火
鑽
」
の
体
験

学
習
を
行
っ
た
。
ど
ち
ら
も
実
際
に
道

具
を
手
に
し
て
み
る
と
、
な
か
な
か
上

神
様
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ 

第
九
回
こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り 

内宮御正宮前で

雅楽の音色に聞き入る子どもたち
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本
年
か
ら
い
よ
い
よ
新
庁
舎
で
の
活

動
が
本
格
化
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
新

庁
舎
の
建
築
部
長
と
い
う
こ
と
で
精
一

杯
で
し
た
。
昨
年
六
月
の
定
例
協
議
員

会
で
全
役
員
留
任
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
七
月
の
新
役
員
会
で
庁
長
か
ら
財

務
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
公
正
に

し
て
明
晰
、
開
か
れ
た
委
員
会
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

現
在
全
国
的
に
神
宮
大
麻
頒
布
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
我
が
県
に
お
き
ま

し
て
も
昨
年
度
、
一
昨
年
度
と
二
年
連

続
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
本

年
度
か
ら
一
神
社
一
体
の
増
頒
布
運
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
神
社
が
一
体
以
上
の
増
頒
布
の
趣
旨

に
ご
賛
同
頂
き
、
氏
子
や
崇
敬
者
だ
け

で
な
く
、
出
氏
子
の
方
に
も
頒
布
し
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

県
内
の
小
学
校
四
年
か
ら
中
学
校
二

年
生
を
対
象
に
、
平
成
七
年
八
月
に
子

ど
も
伊
勢
ま
い
り
を
立
ち
上
げ
、
昨
年

八
月
に
は
九
回
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
子
ど
も
伊
勢
ま
い
り
は
神
宮
司
庁

の
ご
配
慮
で
、
年
々
内
容
も
充
実
し
て

き
て
い
ま
す
。
本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
崇
敬

の
念
が
し
っ
か
り
と
根
づ
き
、
育
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
第
十
回
目
の
伊
勢

ま
い
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
の
岡
山
県
神
社
庁
の
役
員
改

選
に
よ
り
、
私
図
ら
ず
も
研
修
部
に
席

を
置
く
事
と
な
り
、
そ
の
責
務
の
重
大

さ
に
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ま
だ
前
任

者
よ
り
引
き
継
ぎ
が
完
了
し
て
お
ら

ず
、
諸
事
遅
延
し
て
い
る
状
態
で
す
。

早
急
に
事
業
に
専
念
致
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

教
化
委
員
会
は
、
広
報
部
・
教
宣

部
・
事
業
部
の
部
ご
と
に
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
部
会
間
の
横
の

繋
が
り
を
重
視
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

の
為
に
、
正
副
委
員
長
、
各
正
副

部
長
で
構
成
す
る
常
任
委
員
会
を
活
用

し
、
各
部
の
会
合
に
は
正
副
委
員
長
の

い
ず
れ
か
が
必
ず
出
席
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
部
活
動
の
内

容
と
範
囲
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
一
部
、

合
同
事
業
ま
で
進
展
す
れ
ば
幸
い
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
只
、
今
年
度
に
つ
い

て
は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
予
算
枠
が
あ

り
ま
す
の
で
、
活
動
内
容
は
基
本
的
に

は
前
年
度
の
範
囲
を
踏
襲
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
委
員
長
に
聞
く 

昨
年
の
神
社
庁
役
員
改
選
に
伴
い
、
各
委
員
会
も
委
員
長
が
交
替
し
ま
し

た
。
新
委
員
長
か
ら
一
言
ず
つ
頂
き
ま
し
た
。 

財
務
委
員
会 委

員
長
　
福
田
　
隆 

大
麻
頒
布
推
進
委
員
会 

委
員
長
　
松
嶋
章
雄 

青
少
年
対
策
委
員
会 

委
員
長
　
岡
本
光
正 

教
化
委
員
会 委

員
長
　
河
本
貞
紀 

祭
祀
委
員
会 委

員
長
　
横
林
武
彦 

忘
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
覚
え

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」（
井
上

嘉
子
・
中
央
町
・
中
二
）
と
い
う
も
の

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
伊
勢
ま
い

り
の
経
験
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。

い
さ
さ
か
疲
れ
た
顔
が
見
ら
れ
た
最

終
日
の
帰
路
は
春
日
大
社
に
正
式
参

拝
、
周
辺
で
か
わ
い
い
鹿
を
見
つ
け
て

子
ど
も
た
ち
は
元
気
を
取
り
戻
し
て
い

た
。
全
行
程
を
通
じ
て
晴
天
に
恵
ま
れ
、

最
後
に
班
毎
の
担
当
神
職
が
参
加
者
一

人
一
人
に
声
を
掛
け
な
が
ら
「
こ
ど
も

伊
勢
ま
い
り
達
人
彰
」
を
手
渡
し
て
全

て
の
日
程
を
終
え
た
。

岡
山
か
ら
伊
勢
ま
で
は
長
時
間
の
バ

ス
で
の
移
動
を
伴
う
が
、
車
中
で
の
ゲ

ー
ム
を
工
夫
す
る
事
で
、
か
え
っ
て
こ

の
時
間
は
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
を
知

る
機
会
と
な
っ
た
。
数
年
前
に
不
登
校

傾
向
の
子
ど
も
が
こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り

参
加
を
契
機
と
し
て
二
学
期
か
ら
教
室

で
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
ど
も
た
ち
は

色
々
な
人
に
出
会
っ
た
り
、
様
々
な
未

知
の
体
験
を
す
る
事
を
通
し
て
成
長
し

て
い
く
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
心
の
中
に
神
様
を
大
切
に
す
る
心
、

神
宮
を
崇
敬
す
る
心
、
神
社
へ
の
親
近

感
が
芽
生
え
て
く
れ
た
ら
こ
の
上
な
い

幸
せ
で
あ
る
。

年末年始
神社庁閉庁の
お知らせ

12月27日（土）
d

新年1月4日（日）
開庁致します
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◎
規
則
変
更

七
月
十
五
日

阿
哲
郡
大
佐
町

國
司
神
社

（
第
四
十
条
中
境
内
神
社
所
在
地
変
更
）

七
月
二
十
五
日

小
田
郡
矢
掛
町

木
花
神
社

（
第
七
・
十
・
十
四
・
十
六
条
中
責
任
役

員
定
数
･
任
期
、総
代
定
数
・
任
期
変
更
）

十
月
三
十
一
日

岡
山
市
南
方

岡
山
県
神
社
庁

（
第
二
条
中
所
在
地
変
更
）

◎
主
要
建
物
改
築
及
び
模
様
替
え

七
月
二
十
九
日

岡
山
市
中
畦

興
除
神
社

（
釣
殿
改
築
）

◎
財
産
処
分

七
月
十
五
日

赤
磐
郡
山
陽
町

西
中
八
幡
宮

（
林
道
用
地
と
し
て
売
却
）

七
月
十
五
日

阿
哲
郡
大
佐
町

國
司
神
社

（
町
道
用
地
と
し
て
無
償
贈
与
）

八
月
二
十
八
日

浅
口
郡
船
穂
町

建
神
社

（
町
道
用
地
と
し
て
売
却
）

九
月
九
日

玉
野
市
山
田

水
守
神
社

（
市
道
用
地
と
し
て
売
却
）

十
月
三
日

井
原
市
大
江

長
澤
神
社

（
県
道
用
地
と
し
て
売
却
）

◎
正
階

【
無
試
験
検
定
】

八
月
二
十
日

渡
邉
慎
太
郎

大
澤
　
瑞
枝

◎
権
正
階

【
無
試
験
検
定
】

八
月
二
十
日

坪
井
　
正
和

七
月
二
十
日

奥
津
神
社
宮
司

岡
本
　
光
正

神
職
身
分
二
級
と
す
る

八
月
二
十
一
日

神
社
本
庁
主
事

磯
山
　
弘
嗣

願
い
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る

九
月
十
日

天
満
神
社
宮
司

渡
邊
　
昭
臣

天
神
八
王
子
月
尾
宮
宮
司松

嶋
　
章
雄

八
幡
神
社
宮
司

佐
伯
　
正
禮

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

承
認
さ
れ
た
神
社

自
　
平
成
十
五
年
七
月
一
日

至
　
平
成
十
五
年
十
一
月
三
十
日

十
一
月
一
日

岡
山
県

浅
原
タ
ヅ
ヱ

神
社
庁
祭
祀
舞
講
師
を
委
嘱
す
る

一
日

月
次
祭

二
日

雅
楽
練
習
会

四
日

祭
祀
委
員
会
祭
式
部
会

九
日

役
員
会

十
六
日

雅
楽
練
習
会

組
織
改
革
委
員
会

二
十
四
日

役
員
会

二
十
五
日

二
級
伝
達
式

二
十
九
日

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り

ス
タ
ッ
フ
会
議

三
十
日

総
代
会
監
査
会

総
代
会
役
員
会

一
日

月
次
祭

四
日

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
岡

祭
祀
委
員
会
祭
式
部
会

五
日

教
化
委
員
会
広
報
部
会

六
日

総
代
会
評
議
員
会

雅
楽
練
習
会

十
三
日

組
織
改
革
委
員
会

十
九
日

神
政
連
監
査
会

十
九
日

移
転
作
業
打
合
せ

二
十
六
日
〜
二
十
八
日
　
こ
ど
も
伊
勢

ま
い
り

一
日

月
次
祭

三
日

表
彰
委
員
会

役
員
会

雅
楽
練
習
会

四
日

全
国
総
代
会
大
会（
徳
島
）

祭
祀
委
員
会

八
日

斎
庭
の
砂
奉
鎮
祭

庁
舎
建
設
委
員
会

九
日

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り
反
省
会

十
日

組
織
改
革
委
員
会

十
一
日

二
級
上
伝
達
式

奉
祝
祭
準
備
委
員
会

移
転
作
業
打
合
せ
会

十
六
日

奉
祝
祭
準
備
委
員
会

十
九
日

神
宮
大
麻
並
暦
頒
布
始
奉
告
祭

班
幣
式

祭
祀
委
員
会
祭
式
部
会

二
十
四
日

役
員
会

新
庁
舎
引
渡
し

二
十
五
日

仮
殿
遷
座
祭

祭
祀
委
員
会
祭
式
部
会

二
十
六
日
〜
十
月
六
日
　
事
務
所
移
転

の
た
め
閉
庁

二
十
九
日

遷
座
祭

二
十
九
日
〜
三
十
日
　
中
国
地
区
教
化

階
位
授
与

神
社
庁
祭
祀
舞
講
師
委
嘱

本
庁
辞
令

八
月

庁
務
日
誌
抄

自
　
平
成
十
五
年
七
月
一
日

至
　
平
成
十
五
年
十
一
月
三
十
日

七
月

九
月
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会
議
（
島
根
）

三
日

臨
時
評
議
員
会
（
本
庁
）

七
日

新
庁
舎
で
の
庁
務
開
始

月
次
祭

教
化
委
員
会

九
日

組
織
改
革
委
員
会

十
六
日

役
員
会

二
十
日

奉
祝
祭
準
備
委
員
会

二
十
一
日

教
化
委
員
会
広
報
部
会

二
十
三
日

神
政
連
臨
時
本
部
長
会（
本
庁
）

二
十
四
日

神
政
連
役
員
会

神
政
連
代
議
員
会

二
十
九
日

監
査
会

三
十
日

祭
祀
委
員
会
祭
式
部
会

三
十
一
日

庁
舎
竣
工
奉
祝
祭

四
日

月
次
祭

五
日
〜
七
日

中
国
地
区
神
社
庁
職
員

研
修
（
閉
庁
）

十
日

敬
神
功
労
章
伝
達
式

十
一
日

雅
楽
練
習
会

十
八
日

教
化
委
員
会
教
宣
部
会

祭
祀
委
員
会
祭
式
部
会

二
十
一
日

組
織
改
革
委
員
会

二
十
五
日

全
国
教
化
会
議
（
本
庁
）

二
十
六
日
〜
二
十
八
日
　
神
宮
新
穀
感

謝
祭

二
十
七
日

教
化
委
員
会
広
報
部
会

教
化
委
員
会
事
業
部
会

十
月

十
一
月

就
任
発
令
の
部 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

千
磐
神
社
 

山

神

社

 

三

神

社

 

山

神

社

 

山

神

社

 

八
幡
神
社
 

神
崎
神
社
 

八
幡
神
社
 

天

神

社

 

阿
部
神
社
 

御
前
神
社
 

八
幡
神
社
 

落
合
町
護
国
神
社
 

甲
弩
神
社
 

垂
水
神
社
 

落
合
町
護
国
神
社
 

三
柱
神
社
 

箸
立
天
満
宮
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
1
 

15
・
7
・
2
 

15
・
8
・
7
 

15
・
8
・
20
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1

本
　
禰
宜
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
禰
宜
 

本
　
権
禰
宜
 

本
　
権
禰
宜
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

湯
浅
　
聡
明
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

内
田
　
正
之
 

湯
浅
　
聡
明
 

　
井
　
浩
子
 

森
下
規
矩
二
 

築
澤
　
澄
 

築
澤
　
澄
 

築
澤
　
澄
 

築
澤
　
澄
 

苫
田
郡
加
茂
町
大
字
知
和
 

高
梁
市
玉
川
町
下
切
 

高
梁
市
玉
川
町
下
切
 

高
梁
市
玉
川
町
増
原
 

高
梁
市
玉
川
町
下
切
 

高
梁
市
玉
川
町
増
原
 

高
梁
市
玉
川
町
玉
 

高
梁
市
玉
川
町
玉
 

高
梁
市
落
合
町
原
田
 

高
梁
市
落
合
町
阿
部
 

高
梁
市
落
合
町
阿
部
 

苫
田
郡
阿
波
村
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

笠
岡
市
甲
弩
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
下
市
瀬
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

神

職

任

免
 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

天
津
神
社
 

太
老
神
社
 

八
　
神
社
 

神
前
神
社
 

　

神

社

 

稲
荷
神
社
 

地

神

社

 

御
崎
神
社
 

垂
水
神
社
 

天
津
神
社
 

箸
立
天
満
宮
 

天

満

宮

 

月
田
神
社
 

垂
水
神
社
 

後
谷
神
社
 

阿
智
神
社
 

素
盞
鳴
神
社
 

稲
荷
神
社
 

神
島
神
社
 

 
15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
8 

15
・
9
・
8
 

15
・
9
・
8
 

15
・
9
・
12
 

15
・
10
・
1
 

15
・
10
・
5
 

15
・
10
・
17
 

15
・
11
・
10
 

15
・
11
・
10
 

15
・
11
・
14
 

15
・
11
・
15
 

兼
　
禰
宜
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
禰
宜
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
禰
宜
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

名
誉
宮
司
 

本
　
禰
宜
 

本
　
権
禰
宜
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

築
澤
　
澄
 

桑
野
　
尚
明
 

桑
野
　
尚
明
 

桑
野
　
尚
明
 

桑
野
　
尚
明
 

桑
野
　
尚
明
 

桑
野
　
尚
明
 

桑
野
　
尚
明
 

　
井
　
文
裕
 

　
井
　
文
裕
 

　
井
　
文
裕
 

三
宅
　
利
範
 

上
田
　
昌
信
 

築
澤
　
慧
 

上
田
　
尚
美
 

石
村
　
均
 

石
村
　
均
 

石
村
　
陽
子
 

小
川
　
暎
興
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
高
屋
 

浅
口
郡
金
光
町
大
字
上
竹
 

浅
口
郡
金
光
町
大
字
八
重
 

倉
敷
市
玉
島
八
島
 

倉
敷
市
玉
島
富
 

倉
敷
市
玉
島
八
島
 

倉
敷
市
玉
島
八
島
 

倉
敷
市
玉
島
富
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
高
屋
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

岡
山
市
今
在
家
 

真
庭
郡
勝
山
町
大
字
月
田
本
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
勝
山
町
大
字
後
谷
 

倉
敷
市
本
町
 

倉
敷
市
帯
高
 

倉
敷
市
茶
屋
町
 

笠
岡
市
神
島
外
浦
 



（11） 第96号 平成１６年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 
退
任
発
令
の
部 

月
　
日 

神
社
名 

職
名 

氏
　
名 

享
年 

身
　
分 

鎮
　
座
　
地 

三
柱
神
社
 

箸
立
天
満
宮
 

三
柱
神
社
 

箸
立
天
満
宮
 

垂
水
神
社
 

太
老
神
社
 

神
前
神
社
 

御
崎
神
社
 

稲
荷
神
社
 

地

神

社

 

　

神

社

 

八
　
神
社
 

垂
水
神
社
 

太
老
神
社
 

垂
水
神
社
 

月
田
神
社
 

諾

神

社

 

阿
智
神
社
 

素
盞
鳴
神
社
 

阿
智
神
社
 

天

神

社

 

神
島
神
社
 

15
・
8
・
6
 

15
・
8
・
6
 

15
・
8
・
6
 

15
・
8
・
7
 

15
・
8
・
31
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
1
 

15
・
9
・
2
 

15
・
9
・
8
 

15
・
9
・
18
 

15
・
10
・
30
 

15
・
10
・
31
 

15
・
11
・
10
 

15
・
11
・
13
 

15
・
11
・
13
 

15
・
11
・
15
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
禰
宜
 

兼
　
禰
宜
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
禰
宜
 

本
　
禰
宜
 

本
　
権
禰
宜
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

本
　
禰
宜
 

本
　
宮
司
 

本
　
権
禰
宜
 

名
誉
宮
司
 

本
　
宮
司
 

築
澤
　
慧
 

築
澤
　
慧
 

築
澤
　
澄
 

築
澤
　
澄
 

築
澤
　
慧
 

桑
野
　
正
之
 

桑
野
　
正
之
 

桑
野
　
正
之
 

桑
野
　
正
之
 

桑
野
　
正
之
 

桑
野
　
正
之
 

桑
野
　
正
之
 

築
澤
　
澄
 

桑
野
　
尚
明
 

　
井
　
文
裕
 

沖
田
　
和
正
 

井
上
　
清
 

西
辻
　
嘉
昭
 

石
村
　
均
 

大
久
保
宏
美
 

柴
床
　
雅
仁
 

山
田
　
誠
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
下
市
瀬
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
下
市
瀬
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

浅
口
郡
金
光
町
大
字
上
竹
 

倉
敷
市
玉
島
八
島
 

倉
敷
市
玉
島
富
 

倉
敷
市
玉
島
八
島
 

倉
敷
市
玉
島
八
島
 

倉
敷
市
玉
島
富
 

浅
口
郡
金
光
町
大
字
八
重
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

浅
口
郡
金
光
町
大
字
上
竹
 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
 

真
庭
郡
勝
山
町
大
字
月
田
本
 

勝
田
郡
奈
義
町
成
松
 

倉
敷
市
本
町
 

倉
敷
市
帯
高
 

倉
敷
市
本
町
 

上
房
郡
北
房
町
大
字
宮
地
 

笠
岡
市
神
島
外
浦
 

神

職

帰

幽

 諾

神

社

 

天

神

社

 

15
・
10
・
30
 

15
・
11
・
13
 

宮

司

 

名
誉
宮
司
 
井
上
　
清
 

柴
床
　
雅
仁
 

勝
田
郡
奈
義
町
成
松
 

上
房
郡
北
房
町
大
字
宮
地
 

93
 

87
 

二
級
上
 

二
級
 

◆
か
ね
て
建
設
中
で
あ
っ
た
岡
山
県
神
社

庁
新
庁
舎
が
つ
い
に
完
成
、
十
月
三
十

一
日
に
は
竣
工
奉
祝
祭
及
び
竣
工
奉
祝

式
典
が
催
さ
れ
た
。
旧
庁
舎
よ
り
広
く
、

大
き
く
、
機
能
的
な
庁
舎
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
新
庁
舎
で
の
業
務
も
軌
道
に

乗
り
効
率
的
な
事
務
処
理
が
な
さ
れ
、

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

◆
昨
年
、
神
社
庁
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

各
委
員
会
に
お
い
て
も
改
選
が
な
さ
れ

た
。
十
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
教
化
委

員
会
に
お
い
て
広
報
部
の
新
メ
ン
バ
ー

が
決
ま
り
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。

◆
十
月
二
十
一
日
に
初
め
て
の
広
報
部
会

が
開
催
さ
れ
、
現
在
の
広
報
部
の
活
動

で
あ
る
神
社
庁
H
P
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

充
実
・
ラ
ジ
オ
C
M
・
庁
報
発
行
に
つ

い
て
の
会
議
が
も
た
れ
た
。
神
社
庁
H

P
は
引
き
続
き
掲
載
神
社
の
追
加
を
行

い
H
P
充
実
を
図
る
こ
と
、
H
P
を
補

完
す
る
か
た
ち
で
年
末
ラ
ジ
オ
C
M
を

行
う
こ
と
、
庁
報
新
年
号
は
新
庁
舎
完

成
特
集
号
と
し
て
、
庁
報
刊
行
以
来
初

め
て
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
発
行
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

◆
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
臨
み
、
初
の
カ
ラ

ー
ペ
ー
ジ
で
お
届
け
し
た
庁
報
の
出
来

具
合
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

庁
報
は
神
社
庁
と
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
で
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ま
た

新
し
い
広
報
部
員

役
職
　
　
氏
　
名
　
　
奉
仕
神
社
名

部
　
長
　
藤
山
知
之
進
　
新
庄
八
幡
宮

副
部
長
　
石
村
　
陽
子
　
阿
智
神
社

部
　
員
　
伏
見
　
　
正
　
内
宮

部
　
員
　
福
田
　
真
人
　
羽
黒
神
社

部
　
員
　
杭
田
　
　
功
　
松
尾
神
社

部
　
員
　
藤
森
　
友
紀
　
正
八
幡
宮

部
　
員
　
藤
井
　
正
勝
　
松
尾
神
社

部
　
員
　
渡
邊
　
昭
臣
　
天
満
神
社

部
　
員
　
大
澤
　
瑞
枝
　
日
吉
神
社

部
　
員
　
横
山
　
雅
樹
　
大
吉
神
社

部
　
員
　
日
野
　
正
彦
　
志
呂
神
社

編

集

後

記

 

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
近
く
の
広
報

部
員
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。広

報
部
員
一
同

広
報
部
か
ら
の
お
願
い

☆
神
社
庁
H
P
に
掲
載
す
る
神
社
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

各
宮
司
さ
ん
の
本
務
神
社
は
大
半
が
掲

載
さ
れ
、
兼
務
社
を
中
心
に
募
集
し
て
い

ま
す
。
広
報
部
員
あ
る
い
は
神
社
庁
に
ご

一
報
頂
け
れ
ば
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

そ
の
資
料
に
基
づ
い
て
記
入
、
ご
返
送
頂

き
ま
す
と
H
P
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

☆
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
こ
だ
わ
り
の
社
」
及
び

「
一
者
一
芸
」
に
掲
載
す
る
神
社
、
神
職
さ

ん
を
ご
紹
介
下
さ
い
。
最
近
拝
殿
や
社
務

所
を
改
築
さ
れ
た
神
社
、
ま
た
神
職
さ
ん

で
一
芸
に
秀
で
た
方
を
庁
報
内
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
広

報
部
員
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。



平成１６年１月１日 第96号 （12）岡 山 県 神 社 庁 庁 報

二
月
十
四
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
結
成
に
つ
い

て
打
合
せ
会
が
も
た
れ
た
。

三
月
二
十
八
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
開
催

設
置
に
関
す
る
内
規
・
役
員
・
委
員

が
決
定
し
今
後
の
事
業
推
進
が
検
討

さ
れ
た
。

六
月
二
十
一
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
開
催

委
員
長
、
副
委
員
長
が
選
任
さ
れ
、

現
庁
舎
の
問
題
点
を
検
討
、
将
来
を

見
越
し
て
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

○
委
員
会
の
必
要
性

○
新
庁
舎
場
所
の
問
題

吉
備
高
原
都
市
・
護
国
神
社
・
操
車

場
跡
地
・
吉
備
津
彦
神
社
・
国
立
病

院
跡
地
等

○
予
算
計
画

積
み
立
て
金
額

○
視
察
の
必
要

○
検
討
内
容

研
修
施
設
・
二
十
年
先
を
見
越
す
・

書
庫
・
神
殿
・
奉
賛
会
設
立
・
総
代

会
九
月
二
十
二
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
開
催

神
社
庁
役
員
改
選
が
あ
り
正
副
委
員

長
が
交
替
。
松
田
総
代
会
長
を
迎
え
、

庁
舎
建
設
へ
向
け
て
前
向
き
に
検
討

す
る
と
い
う
話
し
合
い
が
な
さ
れ

た
。

○
検
討
内
容

研
修
施
設
・
現
在
の
庁
舎
の
利
用
方

法
・
建
築
場
所
・
駐
車
場
・
事
務

所
、
会
議
場
・
座
る
の
が
困
難
（
高

年
齢
者
）・
支
部
の
負
担
方
法
・
宿

泊
所
・
視
察
の
実
施

十
月
三
十
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
開
催

○
現
状
の
確
認

○
視
察
の
早
急
な
る
必
要
性

○
不
動
産
鑑
定

○
新
庁
舎
の
場
所

○
現
庁
舎
の
問
題
点

○
新
庁
舎
設
備

○
建
設
資
金

十
二
月
七
日

香
川
県
・
愛
媛
県
両
神
社
庁
視
察

十
二
月
十
八
日

役
員
会

愛
媛
県
神
社
庁
・
香
川
県
神
社
庁
を

視
察
し
た
結
果
報
告

○
討
議
内
容

経
費
の
目
安
・
の
ぞ
ま
し
い
神
社
庁

建
設
の
決
定

支
部
長
以
下
神
職
に
説
明
す
る
た
め

の
資
料
の
作
成
　

神
社
庁
の
存
在
意
義
の
徹
底

全
支
部
の
意
見
聴
取

一
月
十
九
日

支
部
長
会

各
支
部
長
一
人
一
人
か
ら
意
見
を
聞

く
。
支
部
長
会
と
し
て
は
前
向
き
な

姿
勢
を
確
認

三
月
六
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
開
催

○
維
持
費

○
現
庁
舎
の
利
用
方
法
の
調
査
報
告

売
却
・
賃
貸
・
テ
ナ
ン
ト
・
駐
車
場

と
し
て
の
利
用
等
を
検
討

○
設
立
準
備
委
員
会
へ
の
移
行

六
月
二
十
八
日

定
例
協
議
員
会

定
例
協
議
員
会
に
お
い
て
庁
舎
建
設

委
員
会
設
置
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。

庁舎建設に向けて 
平成十二年  庁舎問題特別委員会結成から、平成十五年  庁舎竣工奉祝祭・奉祝式典までのあゆみ 

岡山県神社庁 

平
成
十
二
年 

平
成
十
三
年 

解体前の遺族福祉会館
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委
員
会
設
置
、
本
格
胎
動

八
月
十
日

第
一
回
庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
庁
舎
特
別
委
員
会
経
過
報
告

○
役
員
選
出

委
員
長
　
　
湯
浅
庁
長

副
委
員
長
　
小
川
副
庁
長
、
三
原
副

庁
長
、
松
田
総
代
会
長

常
任
委
員
　
笹
井
、
横
林
、
渡
邉
、

松
嶋
、
福
田
（
隆
）、
河
本
、
小
田
、

長
家
、
塚
本
、
石
井
、
新
庄
、
富
山
、

井
上
（
亮
）、
物
部
、
小
野
、
出
雲

井
、
柚
木
、
横
迫
、
浅
原
、
斉
藤
、

山
室
、
猪
木
、
大
森
、
内
藤
、
春
名
、

見
垣
、
今
村
、
角
田
、
粟
井
、
井
上

（
功
）

○
部
会
編
成

建
築
部
会
（
部
長
　
福
田
隆
）

募
金
部
会
（
部
長
　
笹
井
和
男
）

○
部
会
に
分
か
れ
審
議

候
補
地
に
護
国
神
社
横
の
遺
族
福
祉

会
館
と
吉
備
津
彦
神
社
境
内
地
の
二

案
を
提
示
。

支
部
分
担
金
と
し
て
負
担
金
額
の
三

倍
と
総
代
会
費
の
三
倍
を
三
年
間
で

支
部
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
を
提

示
。

遺
族
連
盟
会
か
ら
の
要
望
検
討

提
示
さ
れ
た
二
案
を
金
額
的
な
面
で

検
討
す
る
こ
と
を
確
認
。

○
全
体
会

奉
賛
会
設
立
を
明
言

募
金
活
動
を
平
成
十
四
、
十
五
、
十

六
年
度
で
行
う
。

九
月
七
日

庁
舎
建
設
委
員
会
建
築
部
会
開
催

建
設
予
定
地
と
し
て
護
国
神
社
案
、

吉
備
津
彦
神
社
案
の
適
・
不
適
を
検

討
。
護
国
神
社
を
候
補
地
と
推
挙
す

る
。

九
月
十
九
日

神
社
庁
役
員
会

岡
山
県
護
国
神
社
境
内
に
移
転
す
る

こ
と
を
議
決
。

十
月
三
日

神
社
庁
役
員
会

設
計
監
理
を
新
協
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
発
注
す
る
こ
と
を
議
決

十
月
二
十
九
日

庁
舎
建
設
常
任
委
員
会
開
催

趣
意
書
草
案
審
議

十
一
月
八
日

岡
山
県
護
国
神
社
へ
文
書
で
庁
舎
建

設
用
地
の
借
用
を
願
い
出
る
。

十
一
月
二
十
八
日

神
社
庁
臨
時
協
議
員
会

岡
山
県
護
国
神
社
へ
庁
舎
を
移
転
す

る
こ
と
を
議
決

二
月
十
五
日

新
協
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
設
計

監
理
契
約
を
結
ぶ
。

三
月
五
日

庁
舎
建
設
常
任
委
員
会
開
催

○
設
計
図
審
議

三
月
十
二
日

第
二
回
庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
支
部
分
担
金
に
つ
い
て

三
月
十
二
日

募
金
部
会

事
務
費
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
取
り

決
め

三
月
二
十
二
日

建
築
部
会

遺
族
連
盟
か
ら
設
計
図
に
関
す
る
希

望
を
聴
取

奉
賛
会
設
置
、
募
金
も
本
格
的
に

五
月
九
日

岡
山
県
神
社
庁
舎
建
設
奉
賛
会
設
立

総
会

○
規
約
・
役
員
・
事
業
計
画
（
募
財

活
動
）
審
議

五
月
十
七
日

募
金
部
会
正
副
部
長
会

有
力
神
社
寄
付
候
補
選
定

支
部
長
懇
話
会
提
出
資
料
審
議

六
月
十
九
日

庁
舎
建
設
常
任
委
員
会
開
催
　
後
、

庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
趣
意
書
・
神
殿
・
拝
殿
部
分
の
検

討

七
月
二
十
三
日

庁
舎
建
設
奉
賛
会
開
催

○
経
過
報
告
と
寄
付
者
顕
彰
方
法

九
月
九
日

第
三
回
庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
屋
根
仕
様
の
変
更

○
神
宮
大
麻
保
管
庫
設
置
追
加
工
事

○
建
設
業
者
の
指
名
方
針

九
月
三
十
日

庁
舎
建
設
工
事
入
札
を
行
い
ア
イ
サ

ワ
工
業
株
式
会
社
が
落
札

十
月
十
六
日

ア
イ
サ
ワ
工
業
株
式
会
社
と
工
事
契

約
を
結
ぶ
。

十
月
二
十
五
日

庁
舎
建
設
予
定
地
の
遺
族
福
祉
会
館

に
お
い
て
解
体
清
祓
祭
斎
行
。

平
成
十
四
年 

遺族福祉会館解体清祓祭
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十
月
二
十
九
日

第
四
回
庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
工
事
行
程
説
明

十
月
三
十
一
日

建
築
確
認
申
請
許
可

十
一
月
一
日

旧
遺
族
福
祉
会
館
解
体
工
事
開
始

十
一
月
二
十
日

解
体
・
整
地
工
事
完
了

建
築
工
事
が
は
じ
ま
る

十
二
月
七
日

岡
山
県
神
社
庁
庁
舎
起
工
式

本
体
工
事
開
始

三
月
十
七
日

第
五
回
庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
斎
庭
の
砂
奉
鎮
に
つ
い
て

四
月
十
六
日

上
棟
祭

前
年
十
二
月
七
日
に
地

鎮
祭
を
行
い
、
工
事
は
順

調
に
進
み
、
当
日
午
後
五

時
の
満
潮
の
佳
時
に
あ
わ

せ
上
棟
祭
を
斎
行
し
た
。

鉄
筋
一
部
鉄
骨
造
り
の
庁

舎
の
二
階
が
祭
場
に
選
ば

れ
た
。
こ
の
部
分
は
完
成

す
る
と
神
殿
と
な
る
場
所

で
あ
る
。
祭
典
を
任
さ
れ

た
祭
祀
委
員
は
上
棟
祭
祭

場
を
ど
こ
に
す
べ
き
か
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
こ
の
神
殿
部
分
に
は
柱
も
な
く
、

最
良
の
場
所
と
判
断
し
た
そ
う
で
あ

る
。祭

典
は
祭
員
・
楽
人
を
祭
祀
委
員

が
、
工
匠
長
は
設
計
者
の
伊
原
晴
之
新

協
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
副

部
長
が
、
ま
た
、
工
匠
は
建
設
関
係
者

が
奉
仕
し
た
。

祭
主
の
祝
詞
奏
上
に
引
き
続
き
上
棟

の
儀
が
厳
か
に
古
式
に
則
っ
て
行
わ
れ

た
。
特
に
圧
巻
で
あ
っ
た
の
は
曳
綱
の

儀
で
あ
る
。
振
幣
役
の
声
に
合
わ
せ
て

曳
く
二
本
の
曳
綱
の
長
さ
は
百
メ
ー
ト

ル
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
祭
典
奉
仕

者
は
も
ち
ろ
ん
、
参
列
者
全
員

で
曳
く
様
子
は
壮
観
で
あ
っ

た
。
ま
た
、「
棟
札
」
は
湯
浅

庁
長
の
直
筆
に
よ
る
も
の
で
、

永
遠
に
残
る
も
の
と
し
て
後
日

棟
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。

四
月
二
十
一
日

庁
舎
建
設
常
任
委
員
会
開
催

外
装
・
内
装
素
材
決
定
、
拝

殿
・
ホ
ー
ル
な
ど
追
加
工
事

審
議
。
神
殿
調
度
決
定
。
備

品
予
算
承
認
。

五
月
十
六
日

庁
舎
建
設
奉
賛
会

○
事
業
経
過
説
明
・
庁
舎
現

況
報
告
・
新
庁
舎
現
地
視

察

五
月
二
十
八
日

庁
舎
建
設
常
任
委
員
会
開
催

○
内
装
･
外
装
追
加
工
事
審
議

九
月
二
日

岡
山
市
開
発
指
導
課
造
成
検
査

九
月
八
日

斎
庭
の
砂
奉
鎮
祭

神
社
庁
と
包
括
神
社
の
絆
を
深
め
る

た
め
、
管
内
各
神
社
の
神
聖
な
場
所
に

あ
る
「
斎
砂
」（
砂
・
土
・
小
石
）
を

少
量
ず
つ
持
参
し
て
頂
き
、「
斎
庭
の

砂
」
と
し
て
備
前
・
備
中
・
美
作
の
国

別
に
備
前
焼
の
瓶
に
納
め
た
。
祭
祀
委

員
は
、
奉
鎮
祭
を
斎
行
、
こ
の
斎
砂
を

新
庁
舎
神
殿
真
下
（
床
下
）
に
奉
鎮
し

平
成
十
五
年 

忌鎌を奉仕する湯浅庁長

上棟祭

3つの瓶に斎砂が入れられる



（15） 第96号 平成１６年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

た
。

九
月
八
日

第
六
回
庁
舎
建
設
委
員
会
開
催

○
内
外
装
追
加
工
事

○
護
国
神
社
と
の
契
約
・
覚
書
、
遺

族
連
盟
と
の
覚
書

委
員
会
終
了
後
庁
舎
見
学
会

九
月
十
一
日

岡
山
市
建
築
指
導
課
検
査
・
新
協
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
竣
工
検
査

九
月
十
一
日

奉
祝
祭
準
備
委
員
会

○
奉
祝
祭
典
・
奉
祝
式
典
に
つ
い
て

九
月
十
二
日

岡
山
市
消
防
局
検
査

九
月
十
六
日

奉
祝
祭
準
備
委
員
会

九
月
二
十
四
日

役
員
会

新
庁
舎
火
災
保
険
契
約

遷
座
祭
・
奉
祝
祭
に
つ
い
て

九
月
二
十
四
日

建
物
完
成
引
渡
し

九
月
二
十
五
日

護
国
神
社
へ
の
仮
殿
遷
座
祭

九
月
二
十
九
日

本
殿
遷
座
祭

九
月
二
十
六
日
〜
十
月
六
日

旧
庁
舎
か
ら
の
引
越
の
た
め
閉
庁

十
月
一
日

岡
山
縣
護
國
神
社
と
土
地
貸
借
契
約

調
印

十
月
七
日

新
庁
舎
で
業
務
開
始

十
月
七
日

岡
山
県
遺
族
連
盟
と
覚
書
調
印

十
月
十
六
日

役
員
会

奉
祝
祭
・
追
加
備
品
に
つ
い
て

十
月
二
十
日

奉
祝
祭
準
備
委
員
会

十
月
三
十
日

庁
舎
竣
工
奉
祝
祭
・
奉
祝
式
典

仮殿へ参進する祭員

諒
闇
の
中
粛
々
と 新

庁
舎
本
殿
遷
座
祭
斎
行 

前
日
ま
で
の
天
候
不
順
が
嘘
の
よ
う

だ
。
遷
座
祭
当
日
は
朝
か
ら
爽
や
か
に

晴
れ
上
が
り
「
さ
す
が
に
神
様
の
ご
加

護
が
・
・
・
」
と
思
わ
せ
る
好
日
に
な

っ
た
。

岡
山
県
護
国
神
社
の
境
内
は
参
道
の

両
側
に
提
灯
が
並
べ
ら
れ
、
清
々
し
く

掃
き
清
め
ら
れ
て
深
い
木
立
の
中
静
ま

り
か
え
っ
て
い
る
。
し
か
し
奉
仕
員
は

前
日
か
ら
関
係
役
員
、
祭
式
部
員
、
青

年
神
職
、
女
子
神
職
等
総
出
で
事
に
当

た
り
、
充
分
に
時
間
を
と
っ
て
い
る
は

ず
で
も
、
当
日
は
当
日
で
殿
内
の
装
飾

を
始
め
そ
れ
ぞ
れ
準
備
に
大
わ
ら
わ
で

あ
る
。

今
回
の
遷
座
祭
は
神
社
庁
役
員
が
祭

員
と
な
っ
て
ご
奉
仕
申
し
上
げ
る
。
補

助
の
神
職
も
相
当
な
数
で
あ
る
が
、
県

内
の
神
職
総
出
で
ご
奉
仕
で
き
る
機
会

は
そ
う
め
っ
た
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
午
後
全
員
で
習
礼
に
は
い
る
と
、

並
ぶ
順
番
、
歩
く
速
さ
や
動
作
の
間
合

い
等
々
、
当
然
の
事
な
が
ら
注
意
事
項

が
続
々
と
出
て
く
る
。
仮
殿
か
ら
新
庁

舎
ま
で
、
夜
、
暗
闇
の
中
で
の
遷
座
で

あ
る
。
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
移
動

す
る
た
め
、
威
儀
の
物
な
ど
の
持
ち
物

は
相
当
ず
っ
し
り
と
感
じ
ら
れ
る
が
、

役
員
の
方
々
も
一
挙
手
一
投
足
実
に
真

剣
な
面
持
ち
で
務
め
ら
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
す

る
。い

よ
い
よ
時
刻
、
明
衣
を
著
け
た
庁

長
以
下
衣
冠
姿
に
身
を
正
し
た
役
員
や

奉
仕
員
一
同
護
国
神
社
正
面
玄
関
に
整

列
。
祓
所
で
修
祓
の
後
、
拝
殿
南
翼
の

仮
殿
へ
参
進
、
仮
殿
祭
が
は
じ
ま
っ
た
。

召
立
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
遷
御
で
あ

る
。
習
礼
の
成
果
も
あ
り
、
奉
仕
員
一

人
一
人
が
心
を
一
つ
に
し
て
諒
闇
の
中

松
明
を
先
頭
に
粛
々
と
進
む
。
遷
御
は

実
に
厳
か
で
一
歩
毎
に
何
と
も
言
え
な

い
ふ
る
え
が
走
る
。

新
庁
舎
二
階
の
檜
の
か
ぐ
わ
し
い

広
々
と
し
た
神
殿
に
参
進
。
御
内
陣
に

神
璽
を
お
遷
し
申
し
上
げ
、
万
事
滞
り

な
く
祭
典
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
安
堵

感
と
共
に
神
人
一
体
の
い
い
お
祭
り
が

で
き
た
と
い
う
心
地
よ
い
充
実
感
が
感

じ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
奉
仕
員
全
員
が

感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
祭

典
に
参
加
で
き
た
事
は
、
ま
さ
に
「
感

無
量
」
で
あ
っ
た
。
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